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（気象研究ノート編集委員会）

　豪雪時の降雪の主役は雪片である．また，梅雨や低

気圧などの層状性の厚い雲から降ってくる雨の多く

は，上空で形成された雪片が融解してできたものであ

る．言い換えれば，雪片形成とその融解は一番重要な

降水形成過程と言っても過言ではない．それにも拘わ

らず，気象の教科書や解説書には雪片や鍵（みぞれ）

の記述が極めて少ない．雪片を構成する個々の雪結晶

の研究は，中谷宇吉郎の「人工雪の実験」によって物

理として見事に花開いた．中谷は「雪は天からの手紙」

と言う有名な言葉を残したが，雪片の場合には，時に

は数100個の雪結晶が絡み合っているので，雪片は天然

の高密度記録媒体といえる．また，雪結晶の研究はい

わば「形」の物理学であるが，雪片は複雑な形をもっ

た多くの雪結晶が絡み合ってできたさらに高次な構造

体といえる．同様な現象としては，土壌粒子や有機物

が凝集してできる海洋中のマリンスノーがよく知られ

ているが，宇宙や大気中，水中，血液中など微小粒子

が存在するところには必ず起こる現象である．これら

凝集物の物性はどの分野においても測定が困難である

一・方，予想外の研究成果が出る分野でもある．

　本研究ノートは，1部「雪片の諸特性と形成過程」

とII部「雪片の融解」から構成されている．第1章「雪

片研究の背景」に次ぐ第2章では雪片め観測法につい

て，第3章では，世界にさきがけてわが国で開発され

た雪片の自動観測装置について解説した．この測定シ

ステムと画像処理法は，今後この方面での研究を目指

す読者に大いに役立つであろう．第4章では雪片の諸

特性についてまとめ，第5章では，スーパーコンピュー

ターを用いてようやく可能になった雪片形成のモンテ

カルロシミュレーションの計算方法とその結果につい

て解説した．第II部の第6章では「雪片の融解に関す

る研究の背景」について述べ，以下，第7章「雪片等

の融解メカニズム」，第8章「雪片の融解・昇華に伴う

大気の冷却」，そして最後の第9章では「降水予報と観

測業務への応用」について解説した．
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